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ト
ラ
ン
プ
大
統
領
、
お
よ
び
バ
イ
デ
ン
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
共
和
党
、

民
主
党
の
大
統
領
候
補
者
に
指
名
さ
れ
、
大
統
領
選
挙
は
い
よ
い
よ

本
格
化
す
る
。
米
国
社
会
の
分
断
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
選
挙
結
果
が

今
後
の
米
国
経
済
、
ひ
い
て
は
世
界
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
非
常
に

大
き
い
と
み
ら
れ
、
国
内
外
の
注
目
度
は
例
年
以
上
に
高
い
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
特
に
経
済
政
策
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
下
で
の
政
策
、
お
よ
び
米
国
経
済
の
動
向
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し

た
上
で
、
大
統
領
選
挙
で
の
争
点
や
、
大
統
領
選
挙
後
の
米
国
経
済

を
考
え
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
以
前
の
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
良
好

　

は
じ
め
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
の
米
国
経
済
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
確
認
す
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
各
大
統
領
（
一
期
目
）
に

関
し
て
、
就
任
以
降
の
実
質
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
推
移
を
見

た
も
の
が
図
で
あ
る
。
一
目
見
て
明
ら
か
な
通
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

下
に
お
け
る
最
新
時
点
（
二
〇
二
〇
年
七
～
九
月
期
）
の
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
、
八
〇
年
代
以
降
の
大
統
領
の
中
で
、
最
も
低
い
水
準
に
と
ど

ま
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
二
〇
二
〇
年
初
か
ら
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
急
激
な
景
気
悪
化

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
世
界
全
体
と
し

て
急
激
に
経
済
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
仮
に
ト
ラ
ン

プ
氏
以
外
が
大
統
領
で
あ
っ
た
と
し
て
も
景
気
悪
化
は
避
け
ら
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
後
の
対
応
と
い
う
面
で

は
、
そ
の
政
策
の
是
非
に
議
論
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
現
在
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
水
準
を
も
っ
て
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
の
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
政
策
を
評
価
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
と
は
言
え
な
い
だ

大
和
総
研
シ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

橋
本
政
彦

二
〇
一
七
年
の
税
制
改
革
で
米
国
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、

そ
の
後
は
対
中
制
裁
な
ど
通
商
面
で
の
施
策
に
傾
注
し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
。

好
調
な
経
済
と
裏
腹
に
、
民
主
党
と
の
対
立
は
激
し
さ
を
増
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
再
建
策
で
、
ど
こ
ま
で
党
派
政
治
を
抑
え
ら
れ
る
か
。

は
し
も
と　

ま
さ
ひ
こ　

二
〇
〇
六
年

に
大
和
総
研
入
社
、
日
本
経
済
を
担
当
。

一
〇
～
一
二
年
内
閣
府
へ
出
向
、
一
五
～

一
九
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

で
の
米
国
経
済
担
当
を
経
て
、
一
九
年
よ

り
経
済
調
査
部
（
現
職
）。
研
究
・
専
門

分
野
は
日
本
経
済
、
米
国
経
済
。

好
調
米
経
済
を
揺
る
が
し
た
党
派
対
立
と
コ
ロ
ナ

ー
ー
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
米
国
経
済
と
大
統
領
選
挙
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ろ
う
。

　

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
図
に
関
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
米
国
経
済
が
急

激
に
落
ち
込
む
前
の
状
況
に
注
目
す
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
に
お

け
る
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
で
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

と
同
程
度
の
高
さ
に
あ
り
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
次
い
で
良
好
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
収
め
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
今
年
二
月
に
景
気
後
退
に
陥
る
ま
で
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
以
降
続
い
て
き
た
米
国
の
景
気
拡
大
期
は
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
下
に
お
い
て
一
二
八
ヵ
月
間
と
過
去
最
長
を
更
新
し
て
い
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
就
任
以
降
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
経
済
政

策
に
注
目
す
る
と
、
大
き
く
三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
フ
ェ
ー
ズ
は
大
統
領
就
任
か
ら
二
〇
一
七
年
末
ま
で
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
税
制
改
革
に
取
り
組
ん
だ
時
期
で
あ
る
。
第
二

フ
ェ
ー
ズ
は
税
制
改
革
の
成
立
か
ら
一
九
年
末
ま
で
の
お
よ
そ
二
年

間
で
あ
り
、
こ
の
時
期
、
政
策
の
中
心
は
通
商
政
策
へ
と
移
っ
た
。

第
三
フ
ェ
ー
ズ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
た
二
〇

年
以
降
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
関
し
て
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
行
っ
て
き
た
政
策
、
お
よ
び
そ
の
政
策
が
米
国
経

済
・
社
会
に
も
た
ら
し
た
影
響
を
振
り
返
っ
て
い
く
。

最
大
の
成
果
、
税
制
改
革
は
米
国
経
済
を
押
し
上
げ

　

二
〇
一
七
年
末
に
成
立
し
た
税
制
改
革
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ

る
最
大
の
成
果
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
一
六
年
の
選
挙
で
勝
利
し
た
直
後
か
ら
、
企
業
マ
イ
ン
ド
は

中
小
企
業
を
中
心
に
大
幅
に
改
善
し
、
株
価
も
上
昇
ペ
ー
ス
を
加
速

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
税
制
改
革
に

対
す
る
期
待
感
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

お
よ
そ
三
〇
年
ぶ
り
の
抜
本
改
革
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
に
よ
る
税
制
改
革
で
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
制
度
が
変

更
さ
れ
た
。
中
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
個
人
所
得
税
、

図  大統領ごとに見た実質GDPの推移

（大統領就任からの期間、四半期）
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法
人
税
で
の
税
率
引
き
下
げ
で
あ
り
、
と
り
わ
け
引
き
下
げ
幅
が
大

き
か
っ
た
法
人
税
減
税
（
三
五
％
→
二
一
％
）
は
企
業
部
門
に
大
き

な
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
税
制
改
革
の
成
立
以
前
か
ら
高
い

水
準
で
推
移
し
て
い
た
企
業
マ
イ
ン
ド
は
、
税
制
改
革
の
成
立
に

よ
っ
て
い
っ
そ
う
押
し
上
げ
ら
れ
、
雇
用
者
数
の
増
加
な
ど
、
労
働

市
場
の
改
善
の
原
動
力
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
法
人
税
率
引
き
下
げ

の
恩
恵
は
必
ず
し
も
企
業
部
門
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
家
計
部
門
に
も

広
が
り
、景
気
拡
大
の
持
続
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。

　

だ
が
、
こ
の
税
制
改
革
に
対
し
て
民
主
党
か
ら
の
批
判
は
多
い
。

な
ぜ
な
ら
、
二
〇
一
六
年
の
選
挙
の
結
果
、
大
統
領
に
加
え
て
、
連

邦
議
会
の
上
下
院
双
方
の
多
数
党
が
共
和
党
と
な
っ
た
た
め
、
税
制

改
革
の
内
容
の
多
く
は
共
和
党
の
意
向
の
み
を
強
く
反
映
し
た
内
容

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
民
主
党
は
、
法
人
税
率
や
個
人
所
得
税
率

の
引
き
下
げ
に
対
し
て
、
高
所
得
者
優
遇
政
策
で
あ
り
、
格
差
の
拡

大
を
助
長
す
る
と
し
て
批
判
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
税
制
改
革
の
一
部
と
し
て
、
オ
バ
マ
ケ
ア
に
よ
る
保
険
未

加
入
者
お
よ
び
企
業
に
対
す
る
罰
金
税
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
、
民

主
党
か
ら
の
大
き
な
反
発
を
招
い
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
お
よ
び
議
会

共
和
党
が
、
政
権
交
代
後
に
真
っ
先
に
取
り
組
ん
だ
の
は
オ
バ
マ
前

大
統
領
に
よ
る
医
療
保
険
改
革
法
、い
わ
ゆ
る
オ
バ
マ
ケ
ア
の
廃
止
・

置
き
替
え
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
民
主
党
か
ら
の
強
い
反
対
に
加
え

て
、
共
和
党
内
の
一
部
か
ら
も
反
対
意
見
が
出
た
こ
と
で
、
オ
バ
マ

ケ
ア
に
代
わ
る
医
療
保
険
制
度
の
法
制
化
を
断
念
し
た
。
し
か
し
共

和
党
側
が
巻
き
返
し
て
罰
金
税
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
オ
バ
マ
ケ

ア
に
よ
る
医
療
保
険
加
入
義
務
が
実
質
的
に
骨
抜
き
と
な
り
、
共
和

党
は
念
願
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
税
制
改
革
は
、
大
幅
な
減
税
に
よ
っ
て

短
期
的
に
景
気
を
刺
激
す
る
効
果
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
評
価
で

き
る
が
、
共
和
党
と
民
主
党
の
対
立
を
助
長
し
、
社
会
の
分
断
を
加

速
さ
せ
る
一
因
に
な
っ
た
と
い
う
面
が
あ
る
。

保
護
貿
易
主
義
に
よ
る
中
国
へ
の
制
裁
関
税

　

二
〇
一
七
年
末
の
税
制
改
革
に
よ
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
成
果
を
上
げ

た
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
、
支
持
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
し
て
次
に
選

ん
だ
の
が
、
通
商
政
策
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
一
六
年
の
選

挙
時
点
か
ら
、
貿
易
赤
字
が
米
国
製
造
業
衰
退
の
原
因
で
あ
る
と
の

考
え
の
下
、
通
商
協
定
の
見
直
し
や
中
国
へ
の
制
裁
を
主
張
し
て
き

た
。
ま
た
、
一
八
年
に
行
わ
れ
た
中
間
選
挙
の
結
果
、
共
和
党
は
下

院
の
多
数
党
を
民
主
党
に
明
け
渡
し
、「
ね
じ
れ
議
会
」
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
と
り
わ
け
一
九
年
以
降
は
大
統
領
権
限
で
の
政
策
余
地

が
大
き
い
通
商
政
策
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
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協
定
か
ら
の
離
脱
、北
米
自
由
貿
易
協
定（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）の
再
交
渉
、

鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
製
品
へ
の
追
加
関
税
と
、
次
々
に
保
護
主
義
的
な
政

策
を
実
行
に
移
し
た
が
、
米
国
経
済
に
対
し
て
最
も
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
は
、
一
八
年
七
月
以
降
、
四
度
に
わ
た
っ
て
導
入
し
た
中

国
に
対
す
る
追
加
関
税
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
米
国
最
大
の

輸
入
相
手
国
で
あ
る
中
国
か
ら
の
輸
入
品
の
う
ち
、
金
額
ベ
ー
ス
で

お
よ
そ
七
割
を
占
め
る
品
目
が
追
加
関
税
の
対
象
と
な
っ
た
。ま
た
、

米
国
の
措
置
に
対
し
て
、
中
国
は
報
復
関
税
を
実
施
し
、
米
中
の
貿

易
摩
擦
は
当
事
者
で
あ
る
米
国
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
貿
易
・

経
済
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

だ
が
、
中
国
と
の
貿
易
摩
擦
は
米
国
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を

及
ぼ
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
米
国
経
済
が
景
気
後
退
に
陥
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
既
述
の
税
制
改
革
が
一
八
年
初
か
ら
実

施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
で
は
内
需
が
非
常
に
堅
調
で
あ
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
家
計
や
企
業
は
追
加
関
税
に
よ
る
負
担
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
税
制
改
革
に
よ
る
税
負
担
の
減
少

に
よ
る
プ
ラ
ス
の
効
果
の
方
が
大
き
か
っ
た
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
税
制
改
革
を
実
現
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
追
加

関
税
を
強
気
に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
言
え
る
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
追
加
関
税
の
影
響
を
受
け
る
企
業
が
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し
に
よ
っ
て
関
税
に
よ
る
影
響
を
軽
減
し
た

こ
と
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
中
国
へ
の
追
加
関
税
で
は
、

米
国
経
済
へ
の
影
響
に
鑑
み
た
上
で
、
特
に
中
国
へ
の
依
存
度
が
高

い
品
目
、
具
体
的
に
は
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
含
む
電
子
機
器
な

ど
に
つ
い
て
は
、
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
関
税
対
象

と
な
っ
た
品
目
の
多
く
は
、
中
国
以
外
か
ら
代
替
調
達
が
可
能
で

あ
っ
た
た
め
、米
国
の
輸
入
業
者
は
追
加
関
税
を
回
避
す
る
た
め
に
、

調
達
先
を
中
国
以
外
か
ら
の
輸
入
、
な
い
し
米
国
内
へ
と
切
り
替
え

る
動
き
が
広
が
っ
た
。
ま
た
、
関
税
を
回
避
す
る
必
要
性
は
米
国
の

輸
入
業
者
の
み
な
ら
ず
、
中
国
か
ら
米
国
へ
と
輸
出
す
る
企
業
も
同

様
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
米
国
向
け
製
品
の
生
産
拠
点
を
中
国
か
ら

別
の
地
域
へ
と
移
管
す
る
企
業
も
多
く
現
れ
た
。
実
際
、
中
国
か
ら

の
輸
入
が
多
い
電
子
部
品
で
は
、
追
加
関
税
以
降
、
中
国
か
ら
の
輸

入
が
減
少
す
る
一
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
や
台
湾
な
ど
か
ら
の
輸
入
が
大

き
く
増
加
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
追
加
関
税
に
端
を
発
し
た
米
中
の

貿
易
摩
擦
は
、
今
年
一
月
に
署
名
さ
れ
た
合
意
第
一
弾
に
よ
っ
て
一

時
休
戦
と
な
っ
た
。
合
意
内
容
に
は
中
国
が
農
産
品
を
中
心
に
米
国

か
ら
輸
入
を
増
や
す
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
一
連
の
追
加
関
税
を
「
脅
し
」
と
し
た
交
渉
の
結
果
、
一
定
の
成

果
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
第
一
弾
合
意
に
よ
っ
て
、
米
国
が
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問
題
視
す
る
、
中
国
に
よ
る
知
的
財
産
権
の
侵
害
や
、
不
正
な
技
術

移
転
な
ど
の
是
正
が
約
束
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
導
入
し
た
追
加
関
税
も
維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
米
中
摩
擦
の

根
本
に
は
貿
易
赤
字
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
ハ
イ
テ
ク
分
野
に
お
け

る
覇
権
争
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
絡
み
合
っ
て
お
り
、
中
国

に
対
し
て
は
強
硬
に
対
処
す
べ
き
と
い
う
意
見
は
、
米
国
内
に
お
い

て
党
派
を
問
わ
ず
共
有
さ
れ
て
い
る
。
追
加
関
税
と
い
う
手
段
に
つ

い
て
は
賛
否
両
論
あ
り
つ
つ
も
、
米
中
対
立
の
解
決
に
は
な
お
長
い

時
間
を
要
す
る
可
能
性
が
高
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
は
迅
速
に
対
応
も
、
追
加
支
援
は
難
航

　

そ
し
て
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
お
け
る
第
三
フ
ェ
ー
ズ
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
景
気
後
退
に
陥
っ
た
二
〇
二
〇
年

二
月
以
降
で
、
危
機
へ
の
対
応
が
政
策
に
お
け
る
最
優
先
課
題
と

な
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
抑
止
す

る
た
め
に
、
緊
急
事
態
を
宣
言
し
て
経
済
活
動
の
自
粛
を
要
請
し
た

ほ
か
、
累
次
の
経
済
対
策
を
矢
継
ぎ
早
に
実
行
し
た
。
と
り
わ
け
総

額
二
兆
ド
ル
強
と
過
去
最
大
規
模
の
経
済
対
策
と
な
っ
た
「
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
支
援
・
救
済
・
経
済
安
全
保
障
法
」（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
法
）に
は
、

家
計
へ
の
現
金
給
付
、
失
業
給
付
の
上
乗
せ
・
支
給
対
象
拡
大
や
、

企
業
の
給
与
支
払
い
に
対
す
る
援
助
な
ど
、
家
計
・
企
業
に
対
す
る

幅
広
い
支
援
が
盛
り
込
ま
れ
、
米
国
経
済
の
下
支
え
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

た
だ
し
、
経
済
対
策
も
含
め
た
財
政
支
出
の
権
限
は
、
基
本
的
に

は
議
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
一
八
年
の
中
間

選
挙
に
よ
っ
て
、
連
邦
議
会
で
は
上
院
多
数
党
が
共
和
党
、
下
院
多

数
党
が
民
主
党
と
い
う
ね
じ
れ
構
造
が
発
生
し
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
っ
て
経
済
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
で
、
迅
速
に
超

党
派
の
合
意
が
成
立
し
た
点
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
米
国
経
済
が
最
悪
期
を
脱
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
追
加
支

援
策
を
め
ぐ
っ
て
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
・
共
和
党
と
民
主
党
の
足
並
み

は
乱
れ
つ
つ
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
・
共
和
党
は
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
法

に
盛
り
込
ま
れ
た
よ
う
な
家
計
や
企
業
に
対
す
る
支
援
策
の
継
続

は
、
経
済
活
動
の
再
開
を
阻
害
す
る
と
の
考
え
の
下
、
減
税
な
ど
に

よ
っ
て
経
済
活
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。
他
方
、

民
主
党
は
引
き
続
き
、
家
計
や
企
業
の
支
援
を
続
け
る
た
め
大
規
模

な
財
政
支
出
を
行
う
こ
と
に
前
向
き
で
あ
り
、
こ
う
し
た
意
見
対
立

の
結
果
、
追
加
の
支
援
策
が
ま
と
ま
ら
ず
、
失
業
給
付
の
上
乗
せ
が

失
効
す
る
な
ど
の
事
態
が
発
生
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
大
統
領
令
で
、
失
業
給
付
の
上
乗
せ
を
含
む
経
済
対
策
を
発

表
し
た
が
、
大
統
領
令
に
よ
る
財
政
支
出
は
連
邦
議
会
の
権
利
を
侵
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害
し
て
い
る
と
の
意
見
も
あ
り
、
実
行
は
滞
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

政
権
・
共
和
党
と
民
主
党
の
対
立
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に
も

水
を
差
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
経
済
再
建
が
最
優
先　

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任
以
降
の
政
策
を
概

観
す
る
と
、
本
人
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
多
く
の
公
約
を
実
現
し
て

き
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
間
違
い
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
支

持
率
は
、
就
任
直
後
か
ら
過
去
の
大
統
領
に
比
べ
て
低
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
就
任
以
降
大
き
く
低
下
も
し
て
い
な
い
こ

と
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
政
策
が
一
部
の
層
に
は
強
く
支
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
捉
え
ら
れ
る
。
他
方
、
オ
バ
マ
前
大
統

領
が
行
っ
た
政
策
の
多
く
が
覆
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
過
激
な
発
言
な
ど
も
あ
っ
て
、
共
和
党
支
持
者
と
民
主
党
支

持
者
の
溝
は
、
以
前
に
比
べ
て
大
き
く
広
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
一
一
月
の
本
選
挙
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、

前
オ
バ
マ
政
権
で
副
大
統
領
を
務
め
た
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
氏
と
争

う
こ
と
に
な
る
。
仮
に
バ
イ
デ
ン
氏
が
勝
利
す
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
就
任
以
来
オ
バ
マ
前
大
統
領
の
政
策
を
覆
し
て
き
た
よ
う
に
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
政
策
を
覆
そ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
実
際
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
社
会
保
障
分
野
に
関

し
て
オ
バ
マ
ケ
ア
の
拡
充
を
掲
げ
る
ほ
か
、
ト
ラ
ン
プ
減
税
の
一
部

を
巻
き
戻
し
て
、
法
人
税
率
の
引
き
上
げ
や
富
裕
層
に
対
す
る
増
税

を
公
約
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
中
国
に
対
し
て
強
硬

姿
勢
を
示
し
つ
つ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
実
施
し
て
き
た
中
国
へ
の

追
加
関
税
に
対
し
て
は
否
定
的
で
あ
る
た
め
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
次
期

大
統
領
と
な
れ
ば
、
追
加
関
税
見
直
し
の
機
運
が
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
。
二
〇
二
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
ど
ち
ら
の
候
補
者
が
勝
つ
か

に
よ
っ
て
、
今
後
四
年
間
の
米
国
経
済
・
社
会
の
方
向
性
は
大
き
く

異
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
次
期
大
統
領
が
誰
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
新
政
権
が
最
優

先
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
落
ち
込
ん
だ
米

国
経
済
の
立
て
直
し
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
仮
に
選
挙
で
政

権
交
代
が
実
現
す
れ
ば
、
民
主
党
が
主
張
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
財

政
支
出
を
伴
う
追
加
経
済
対
策
に
向
け
た
動
き
が
加
速
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
他
方
で
、
短
期
的
な
経
済
対
策
が
優
先
さ
れ
る
中
、
経
済

へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
増
税
な
ど
の
政
策
の
実
現

を
急
ぐ
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
民
主
党
に
と
っ
て
は
優
先
度
が
高

い
オ
バ
マ
ケ
ア
の
拡
充
に
つ
い
て
も
、
経
済
効
果
の
小
さ
さ
か
ら
、

議
論
は
後
回
し
に
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当

面
の
政
策
議
論
の
進
展
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
落
ち
込
ん
だ
米
国

経
済
の
持
ち
直
し
ペ
ー
ス
が
カ
ギ
を
握
る
。
●




